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なぜ、構造計算が必要？
知っていないとこんなに危険（@_@）

本に書かれているようで書かれていない、日常のふとした疑問におこたえしますvol.

TEC branch は HP にて連載中です。

答えてほしい疑問などをお寄せ下さい！

次回は、
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  何がいいのか？  梁の補強方法 ③

Aug201778

何が変わった、2017年度版グレー本

　前号では補強方法の
一例を挙げて、対処方
法や注意点について紹
介しましたが、他にど
んな補強方法があるの
でしょうか ?  よく聞

く補強方法とそのメリット・デメリッ
ト、使用上の注意点をまとめました。

　どの方法でも注意が必要なのは補強
用の梁の端部です。補強用の梁にも荷

重があり応力が発生するので、それに
あった端部の接合と、その梁を受ける
耐力のある材があるかを確認すること
が不可欠です。補強はできたけれど、
荷重が増加し他の部分の負担が増え、
曲がった、反ったなどの弊害がでる可
能性があります。
　それを回避するには、新築当時にそ
の補強が設計に組み込まれているとみ
なして、構造計算などの検討をするこ
とがよいでしょう。多くの場合、経験

補強方法 例図 メリット デメリット 注意点

梁の追加による
荷重の軽減
( 前号紹介 )

補強を必要とする梁に関わり
なく補強が可能なので、施工
が容易。床のたわみを均一に
補強するには良い方法。

追加する梁の端部に柱などの
受ける材が必要。開口部など
があると設置できない場合が
ある。

荷重負担を軽減させるが、床
面の不陸が修正できるかは別
途検討が必要。

横方向の
木梁の追加

補強を必要とする梁にかかる
荷重を受け替える場合に最
適。一体にする必要もない。

追加する梁の端部に柱などの
受ける材が必要。梁と梁が近
いので施工が難しい。

接近させ過ぎると金物の施工
が難しいので注意が必要。

縦方向の
木梁の追加

単純に補強を必要とする梁の
たわみを抑制する場合に良い
方法。幅方向の空間がない場
合も有効。

天井高さなど下の空間が狭く
なる。端部が補強を必要とす
る梁と同一柱になるなど、他
への影響が集中。

補強を必要とする梁下に添え
るだけでは効果が薄い。上下
の梁が一体になるようにダ
ボ、金物などで補強する必要
あり。

縦方向の
鉄梁の追加

単純に梁のたわみを止めるに
は良い方法。木材よりも断面
サイズが小さくできる。

自重が木材よりも大きいので
他に影響することが多い。場
所により、結露が発生する可
能性あり。

木梁との接合方法と端部の接
合方法が施工可能かどうか、
耐力の確認も必要。

横方向の
鉄板の張り付け

断面欠損や継手の補強に使用
する方法。鉄板を梁にコーチ
ボルトなどで留め付けるので
施工が容易。

必要とする耐力に対し必要と
する鉄板の厚みやボルトの本
数などを求めることが必要。

端部を他部材に負担させない
と鉄板の荷重が加わることに
なるので注意。
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値や感覚で補強してしまいがちです。
特に建物完成後については建築基準や
構造検討などに照合する必要がないた
め、「たわみ」をクリアしたことだけ
で OK としてしまうことがあります。
実は、それだけではなく、すぐには現
れない地震力や風圧力、劣化などにつ
いての確認も大切です。補強方法の方
針に問題がないか、検討項目に漏れが
ないか、構造設計事務所などに相談す
ることをお勧めします。


